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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月20日(2012.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭化水素化合物を含んでなる第１の流れを得、ただし該第１の流れはポリスチレン反応
区域からの反応器流出物の流れである、
　第１の流れの少なくとも一部を、隔壁を含んでなる隔壁蒸留塔に送り、
　隔壁蒸留塔から塔頂の流れおよび塔底の流れを除去し、そして
　隔壁蒸留塔から側面引き抜き流を除去する工程；
を含んでなる炭化水素化合物の分離法であって、
　第１の流れが、隔壁により分離された、側面引き抜き流と反対側で、隔壁蒸留塔に流入
する、
炭化水素化合物の分離法。
【請求項２】
　側面引き抜き流がスチレンを含んでなる、請求項１の方法。
【請求項３】
　側面引き抜き流がポリスチレン反応区域に再循環される、請求項２の方法。
【請求項４】
　第１の流れの少なくとも一部がポリスチレン反応区域に再循環される、請求項１の方法
。
【請求項５】
　塔頂の流れがエチルベンゼンを含んでなる、請求項１の方法。
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【請求項６】
　炭化水素化合物を含んでなる第１の流れを得、ただし該第１の流れはスチレンを含んで
なる第１の流れを形成する第１の反応区域から形成される、
　第１の流れの少なくとも一部を、隔壁を含んでなる隔壁蒸留塔に送り、
　隔壁蒸留塔から塔頂の流れおよび塔底の流れを除去し、そして
　隔壁蒸留塔から側面引き抜き流を除去する工程；
を含んでなる炭化水素化合物の分離法であって、
　第１の流れが、隔壁により分離された、側面引き抜き流と反対側で、隔壁蒸留塔に流入
する、
炭化水素化合物の分離法。
【請求項７】
　第１の反応区域がエチルベンゼン脱水素反応区域である、請求項６の方法。
【請求項８】
　少なくともトルエンおよびベンゼン、キシレンまたはエチルベンゼンの１つを含んでな
る第１の流れを得、
　第１の流れの少なくとも一部を、隔壁を含んでなる隔壁蒸留塔に送り、
　隔壁蒸留塔から塔頂の流れおよび塔底の流れを除去し、そして
　隔壁蒸留塔から側面引き抜き流を除去する、ただし該側面引き抜き流はトルエンを含ん
でなる、工程；
を含んでなる炭化水素化合物の分離法であって、
　第１の流れが、隔壁により分離された、側面引き抜き流と反対側で、隔壁蒸留塔に流入
する、
炭化水素化合物の分離法。
【請求項９】
　少なくともキシレンおよびベンゼン、トルエンまたはエチルベンゼンの少なくとも１つ
を含んでなる第１の流れを得、
　第１の流れの少なくとも一部を、隔壁を含んでなる隔壁蒸留塔に送り、
　隔壁蒸留塔から塔頂の流れおよび塔底の流れを除去し、ただし該塔底の流れはキシレン
を含んでなる、そして
　隔壁蒸留塔から側面引き抜き流を除去する工程；
を含んでなる炭化水素化合物の分離方であって、
第１の流れが、隔壁により分離された、側面引き抜き流と反対側で、隔壁蒸留塔に流入す
る、
炭化水素化合物の分離法。
【請求項１０】
　ポリスチレンを含んでなる流れが除去され、そして反応器流出物の流れが除去されるポ
リスチレン反応区域に、スチレンを含んでなる流れを供給し、
　反応器流出物の流れの少なくとも一部を隔壁蒸留塔に送り、
　塔頂の流れおよび塔底の流れを隔壁蒸留塔から除去し、そして
　スチレンを含んでなる側面引き抜き流を隔壁蒸留塔から除去する工程、
を含んでなる、ポリスチレンの生成法。
【請求項１１】
　スチレンを含んでなる供給物の流れがポリスチレン反応区域に流入する前に溶媒と混合
される、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　溶媒が１３５℃～１５０℃の範囲で沸騰するパラフィンを含んでなる、請求項１１の方
法。
【請求項１３】
　反応器の流出物が、側面引き抜き流が取り去られる場所より上の位置で隔壁蒸留塔に供
給される、請求項１０の方法。
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【請求項１４】
　側面引き抜き流がポリスチレン反応区域に再循環される、請求項１０の方法。
【請求項１５】
　反応器流出物の流れの少なくとも一部がポリスチレン反応区域に再循環される、請求項
１０の方法。
【請求項１６】
　反応器流出物の流れがスチレンおよびエチルベンゼンを含んでなる、請求項１０の方法
。
【請求項１７】
　塔頂の流れがエチルベンゼンを含んでなる、請求項１０の方法。
【請求項１８】
　第１の生成物の流れをスチレン反応区域から得、
　第１の生成物の流れの少なくとも一部を隔壁蒸留塔に送り、
　塔頂の流れおよび塔底の流れを隔壁蒸留塔から除去し、そして
　側面引き抜き流を隔壁蒸留塔から除去する工程、
を含んでなる、スチレンの製法。
【請求項１９】
　第１の生成物の流れが、側面引き抜き流が取り去られる場所より上の位置で隔壁蒸留塔
に供給される、請求項１８の方法。
【請求項２０】
　側面引き抜き流がスチレンを含んでなる、請求項１８の方法。
【請求項２１】
　塔頂の流れがエチルベンゼンを含んでなる、請求項１８の方法。
【請求項２２】
　塔頂の流れの少なくとも一部がスチレン反応区域に再循環される、請求項１８の方法。
【請求項２３】
　第１の生成物の流れをアルキル化反応区域から得、
　第１の生成物の流れの少なくとも一部を隔壁蒸留塔に送り、
　塔頂の流れおよび塔底の流れを隔壁蒸留塔から除去し、そして
　側面引き抜き流およびより低い側面引き抜き流を隔壁蒸留塔から除去する工程、
を含んでなり、該第１の生成物の流れが側面引き抜き流が取り去られる場所より上の位置
で隔壁蒸留塔に供給され、側面引き抜き流がエチルベンゼンを含んでなる、エチルベンゼ
ンの製法。
【請求項２４】
　塔頂の流れがベンゼンを含んでなる、請求項２３の方法。
【請求項２５】
　塔頂の流れの少なくとも一部がアルキル化反応区域に再循環される、請求項２３の方法
。
【請求項２６】
　より低い側面引き抜き流がポリエチルベンゼンを含んでなる、請求項２３の方法。
【請求項２７】
　より低い側面引き抜き流の少なくとも一部がアルキル交換反応区域に供給されて、より
低い側面引き抜き流より減少したポリエチルベンゼン含量を有する第２の生成物の流れを
形成する、請求項２３の方法。
【請求項２８】
　第２の生成物の流れの少なくとも一部が隔壁蒸留塔に供給される、請求項２７の方法。
【請求項２９】
　隔壁蒸留塔が２０～１００の間の平衡段階を含んでなる、請求項２３の方法。
【請求項３０】
　隔壁蒸留塔が４０～８０の間の平衡段階を含んでなる、請求項２３の方法。
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【請求項３１】
　隔壁蒸留塔がパッキングを含んでなる、請求項２３の方法。
【請求項３２】
　隔壁蒸留塔がふるいトレイを含んでなる、請求項２３の方法。
【請求項３３】
　炭化水素化合物を含んでなる第１の流れを得、ただし該第１の流れは１つがエチルベン
ゼンである２つ以上の芳香族化合物の混合物を含んでなり、
　第１の流れの少なくとも一部を、隔壁を含んでなる隔壁蒸留塔に送り、
　隔壁蒸留塔から塔頂の流れおよび塔底の流れを除去し、
　隔壁蒸留塔から側面引き抜き流を除去する、ただし
該側面引き抜き流はエチルベンゼンを含んでなる、工程；
を含んでなる炭化水素化合物の分離法であって、
　第１の流れが、隔壁により分離された、側面引き抜き流と反対側で、隔壁蒸留塔に流入
し、第１の流れが側面引き抜き流が取り去られる場所より上の位置で隔壁蒸留塔に供給さ
れ、塔頂の流れがベンゼンを含んでなり、塔底の流れがキシレンを含んでなる、炭化水素
化合物の分離法。
【請求項３４】
　隔壁蒸留塔が２０～１００の間の平衡段階を含んでなる、請求項３３の方法。
【請求項３５】
　隔壁蒸留塔が４０～８０の間の平衡段階を含んでなる、請求項３３の方法。
【請求項３６】
　第１の流れが第１の反応区域から形成される、請求項３３の方法。
【請求項３７】
　塔頂の流れの少なくとも一部が第１の反応区域に供給物として再循環される、請求項３
６の方法。
【請求項３８】
　側面引き抜き流の少なくとも一部が第１の反応区域に供給物として再循環される、請求
項３６の方法。
【請求項３９】
　塔底の流れの少なくとも一部が第１の反応区域に供給物として再循環される、請求項３
６の方法。
【請求項４０】
　隔壁蒸留塔がパッキングを含んでなる、請求項３３の方法。
【請求項４１】
　隔壁蒸留塔がふるいトレイを含んでなる、請求項３３の方法。
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